
理学部ガイダンスの様子

向けに理学部の全体ガイダンスを開催した。
　最初に，武田洋幸研究科長からご挨拶があ
り，理学の意義や面白さ，研究対象の幅広さ
などについて熱く語っていただいた。続いて，
筆者から，理学部における教育の特色や進学
選択などについて説明を行った。次に，塩谷
光彦キャリア支援室長より，理学部・理学系
研究科の学生は，いずれの段階においても就
職率がほぼ 100%であり，安心して進学して
いただきたい旨の説明があった。
　その後，理学部 10学科の紹介を，各学
科の担当教員に 5分間ずつで行っていただ
いた。時間が限られているため，学会発表
のようにベルを鳴らして時間管理を行った
結果，ほぼ予定通りに進行することができ

019年5月15日（水），駒場キャンパ
ス900番講堂にて，教養学部 2年生2

理学部ガイダンス2019報告

た。各学科の魅力を，短いもち時間で
最大限アピールしていただき，理学部
の先生はプレゼンテーションのプロで
もあることが良く分かったのではない
かと思う。最後の質疑応答も活発に行
われた。
　ガイダンスの出席者数は，昨年度と
同じ約 250名であった。過去 5年間の
推移でみると，150名，250名，320名，
250名，250名となっており，ほぼ例
年並みといえる。しかし，進学選択の
直前でもあり，できれば理学部の進学
定数（308名）を超える学生を集めた
いところである。
　今年度もぜひたくさんの優秀な学生
に理学部進学を希望してもらえること
を期待する。

田近 英一（教務委員会 委員長／地球惑星科学専攻 教授）

（上）開会の挨拶を述べる武田洋幸研究科長
（左）交歓会開催後の様子

理
が2019年5月20日（月）午後3時から小石川植
物園において開催された。当日は少しうす曇
であったが，各学科から選出された学生有志
と職員との共同作業による準備のもと，園内
には多くの学生・教職員が集まっていた。
　武田洋幸研究科長の開会の挨拶につづき，
塚谷裕一植物園長から乾杯の合図とともに
宴が始まった。多くの参加者らは，テント
内や大きな樹木の下でレジャーシートに座
り，輪になって歓談している様子などがう
かがえた。学生や教職員らの多くの笑顔が
園内をより賑やかにしていたように思う。
少し肌寒い気候であったものの，春風と緑
色に芽吹き始めた植物園の自然 を満喫しな
がら，和気藹々とした楽しい交歓のひと時
を過ごし，午後5時すぎに散会した。

　毎年の恒例行事となっている交歓会で
あるが，学生と教職員が，専攻や学科の
垣根をこえて交流するこの会が，今後も
永く続いていくことを願う。

学系研究科・ 理学部の定例行事と
なっている，学生と教職員の交歓会

理学系研究科・理学部交歓会
広報誌編集委員会
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び申し上げます。同賞は公益財団法人藤原
科学財団によって自然科学の発展に卓越し
た貢献をした研究者に贈呈されるもので，
1960（昭和35）年に第一回贈呈式が行われ
て以来，毎年2名に贈呈されています。化
学科関係者としては過去に，向山光昭先生，
故井口洋夫先生，岩村秀先生がご受賞に
なっておられます。理学部からも，故久保
亮五先生，小柴昌俊先生をはじめとする，
錚々たる先生方が受賞されておられます。
　中村教授のご業績は，反応・合成化学か
ら物質科学，ナノ科学までの広きに亘りま
す。1980年代から有機銅化合物の実験的お
よび理論化学的手法を用いた反応機構解明
を端緒とし，ここから派生して希少金属を
用いない「元素戦略」の概念を提唱され，

世界的な潮流をつくり出されています。現
在では鉄などの豊富に遍在する金属を用い
た斬新な触媒的有機合成手法の開発で世界
を牽引されています。また，長年培った有
機合成の力量を活かしてフラーレン誘導体
やπ共役系有機材料を開発し，もってエネ
ルギー・資源問題を視野に入れた有機薄膜
太陽電池や有機EL素子の研究へと展開さ
れています。最近では分子の動きや化学反
応の様子を電子顕微鏡を用いてリアルタイ
ムで観測することに世界で初めて成功する
など，基礎研究でも目覚ましい成果を挙げ
ておられます。本年の王立化学会創立100

周年記念賞 （Centenary Prize） に続いて顕彰
を受けられる中村教授ですが，先生の今後
のますますのご活躍を期待しております。

□□□□＋□□□□■

ダミー中村栄一化学専攻教授の
藤原賞ご受賞

仮 学専攻の中村栄一教授が，第55回藤
原賞を受賞されました。心よりお喜

苗字名前（肩書が入る予定）

新任教員紹介

小林 研介 KOBAYASHI, Kensuke

諸田 智克 MOROTA, Tomokazu

中辻　 知 NAKATSUJI, Satoru

Message

極小の固体素子を使って，精密物性科学の研究を
行っています。学生さんと一緒に，世界の誰も見た
ことがない素晴らしい「何か」を物質中に発見した
り実現したりすることが目標です。どうぞよろしく
お願いいたします。

Message

月惑星探査を推進し，取得されたデータを使用して
月惑星の地形・地質進化，太陽系の力学的進化につ
いて研究しています。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

Message

物質の中の電子の持つ量子性に着目し，それが一際
目立つ現象を探究しています。様々な連携を通じ，
世界の多くの方と感動を共有できるような発見を発
信していきたいと思っております。よろしくお願い
申し上げます。

役職 教授
所属 附属 知の物理学研究センター
着任日 2019年5月1日
前任地 大阪大学
キーワード

物性物理学（ナノ物理）

役職 准教授
所属 地球惑星科学専攻
着任日 2019年5月1日
前任地 名古屋大学
キーワード

惑星科学，惑星探査

役職 教授
所属 物理学専攻
着任日 2019年6月1日
前任地 東京大学物性研究所
キーワード

物性物理学，スピントロニクス

新しく理学系研究科教授会構成員となった教員を紹介します。

おしらせ

東京大学理学部オープンキャンパス2019

広報委員会

毎 年ご好評をいただいております理学部オープンキャンパスは，2019年も 2 日間
開催されます。多くの方々が理学部の活動と魅力を共有することができるよ

う願っております。みなさまのご来場をお待ちしております。

理学部オープンキャンパス 2019ポスター

【日時】 2019年8月7日（水）13：00 ～ 16：30（プレオープン，開場時間は12：30）
　　　　　　　8月8日（木）10：00 ～ 16：30（メイン，開場時間は9：30）
【場所】 東京大学本郷キャンパス理学部 1 号館（理学部総合受付）
【参加】 事前登録なしでどなたでもご参加いただけます。

東京大学理学部オープンキャンパス
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博士学位取得者一覧

   種別 専攻 取得者名 論文題名
2019年 5月 20日付（1名）

課程 生科 平形 樹生 トランスポゾン抑制性 piRNAの生合成には多価性相互作用による Ybタンパク質の相分離が
必要である（※）

2019年 5月 31日付（2名）

課程 物理 加納 勇也 重心系エネルギー 13 TeVの陽子陽子衝突における光子ジェット対に崩壊する重いスカラー
粒子の探索（※）

課程 生科 津島 綾子 植物病原糸状菌Colletotrichum 属菌の比較ゲノム解析（※）

2019年 6月 10日付（3名）

論文 生科 井上 展子 マウス嗅覚系の臨界期における刷り込み記憶形成機構の解明（※）

課程 生科 能城 沙織 配偶者選択がヒトの顔面形態の集団間差異に与える効果（※）

課程 生科 阿部 耕太 真骨魚類体節の背腹コンパートメント形成メカニズムの解析（※）

（※）は原題が英語（和訳した題名を掲載）

   

おしらせ

東京大学理学部イメージコンテスト2019

広報委員会

理 学部オープンキャンパス2019では，理学部1号館中央棟サイエンスギャラ
リーにて，学生や教員から応募された「美しい研究対象」や「わくわく

するような研究データ」などのイメージを展示し，ご来場の皆さまからの人気投
票も行います。東京大学理学部オープンキャンパス2019にご来場の際は，ぜひ
「東京大学理学部イメージコンテスト2019」もあわせてお楽しみください。

【日時】 2019年8月7日（水）13：00 ～ 16：30

　　　　　　　8月8日（木）10：00 ～ 16：30

【場所】 東京大学本郷キャンパス
　　　　理学部1 号館中央棟1Fサイエンスギャラリ―内

イメージコンテスト 2018の展示風景


